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現在高知県は全国的に見ても卓球登録者が大幅に少ない.高知県よりも人口の少ない島根県,鳥取県と比べても卓球登録者比

率は少ない.その中で,高知県の卓球登録者の減少問題は解決には至っていない.本研究では高知市内の中高大生を対象として登

録等に関するアンケート調査を行い,そのアンケート結果を因子分析することにより卓球登録者増加策を提案する事を目的とす

る. 

 

1.はじめに 

現在高知県に関わらず高齢化が日本全体で進んでいる[2].

高齢化が進むにつれて人は多くの変化に直面する.老化と共

に,だれでも日常生活を営む力がある程度衰える.また高齢者

は平均して若い人より多くの病気や障害を持っている傾向が

ある.その中でスポーツが老化に良いと唱えられている.体を

動かすことで脳,体の活性化に繋がり,心身共に老化予防に繋

がる[4].特に体の老化予防に最適と言われているのが卓球で

ある.卓球が良いとされている理由として,生活習慣病,ボケ

防止の効果である,卓球は目から入った情報を瞬時に脳で判

断し、体を動かすことが必要なスポーツのため,卓球をすれば

脳が刺激を受け,脳の退化スピードがダウンするといわれて

いる[3]. 

現在高知県は全国的に見ても卓球登録者が大幅に少ない

（図 1）.高知県よりも人口の少ない島根県,鳥取県と比べて

も卓球登録者は少ない（図 2）.その中で,高知県の卓球登録

者の減少問題は解決には至っていない. 

国勢調査により出た結果として高知県に人口の近い徳島県、

島根県、鳥取県と比較をして島根県、鳥取県は高知県よりも

人口が少ないにも関わらず[6,7,8,9],高知県よりも卓球登録

者は多いという結果がでた.各県の人口における卓球登録者

比率においても各県に比べて卓球登録者比率が低いと言える

（図 3）[5]. 

住田等によると現在の高校がスポーツ・運動を実施,継続し

ていくに当たって,何が影響しているのかという目的が提言

されているが卓球登録者に関して言及はしていない. 

 

 

 

そこで本研究では今後の高齢化の進展に備えて,高知市の

卓球登録者増加策を高知市内の中高大生を対象にして検討し

ていく事を目的とする. 

但し,卓球協会に登録していない卓球愛好家数も含めて計

測するには限界があるため,卓球登録者に限定する. 

 

2.本研究のフレームワーク 

本研究を進めるに当たり,まずアンケート調査を行う.次に

高知市内にある中学校,高校,大学の進学,就職をする節目の

学生にこれからも登録を行うかを軸にしたアンケートを実施

する.そして結果を分析し,減少要因を見つけ出す.その要因

に基づき,登録者増加策を検討する. 

 アンケート調査を行うに当たり,登録における意思決定

は大きくは 3つから影響を受けると考える（図 4）.まず,卓

球協会に関する質問は卓球協会への不満等を調査する項目で

ある.次に卓球への思いに関する質問は卓球への思いや向上

心等を調査する項目である。最後に卓球環境に関する質問は

練習場所や指導者が実際に身の周りにいるか等を調査する項

目である.以上の説明を踏まえ,アンケート用紙は図 5に示

す. 

アンケート用紙の内容として, 5段階評価でとてもそう思

う、そう思う、どちらでもない、あまり思わない、とても思

わないに分けて実施調査を行う[1]. 

 



  

 

 

図１ 各県の卓球登録者数 

  

 

図２ 各県の人口 

 

 

図 3 各県の卓球登録者比率 

（各県卓球登録者の比率＝各県卓球登録者／各県人口）            

 

 

図 4 意思決定モデル 

 

 

図 5 アンケート用紙 

 

3.アンケートの解析 

 アンケート調査を次のように実施した. 

調査日 

平成 28年 1月 20日～1月 28日 

場所 

高知県民体育館で行われた高知個人リーグ戦,高知中高等学



  

 

校,土佐塾中高等学校,岡豊高等学校,三里中学,高知工科大学 

有効回答者数 

58名 

アンケート解析を行うに当たって以下の通りに葛西に従っ

た. 

 Phase1 でＳＰＳＳソフトよりアンケート結果を因子分析

実行（重みなし二乗法、回転なし）. 

Phase2 で因子分析結果を先行研究に従って因子負荷量 0.4

以上の項目に絞る[10] .再び因子分析を行う.（因子負荷量

0.4以上の確認作業） 

まず中学生の因子分析を行った.Phase1で「1つまたは複数

に１よりも大きい共通性推定値が見られる.」という結果にな

った（図 6）.プロマックス法回転,バリマックス法回転も行

ったが以上と同じ結果になった.データを取り直す事も考え

られるが時間の関係上,本研究の対象外とした. 

 

図 6 中学生の因子解析結果（共通性） 

 

 

次に高校生の因子分析を行った.Phase1 で因子分析を行

う.Phase2で因子負荷量 0.4以下の項目が多数あるため.因子

１のみに着目（図 7）. 

 

 

図 7 高校生の因子解析結果 

 

図 8 大学生の因子解析 



  

 

最後に大学生の因子分析を行った. Phase1で因子分析行っ

た際に「この行列は正値行列ではなく,無効な結果が作成され

ます.」という結果になった（図 8）.データの取り直す事も

考えられるが時間の関係上,本研究の対象外とした. 

 

4.考察 

高校生因子結果で因子１の中で因子負荷量 0.4 以上の項目

は以下の通りである. 

卓球は好きですか？ 

これからも卓球を行っていきたいですか？ 

ローカル試合（レベル別試合）はあった方がいいか？ 

上手くなりたいか？ 

イベント（プロ選手の試合観戦など）を高知で,行ってほしい

か？ 

指導者はほしいか？ 

練習場所はあるかである？ 

その中で項目間の因果関係に着目し,構造化を行った（図

9）. 

練習環境は指導者がほしい,練習場所になり,モチベーショ

ンはレベル別の試合があってほしい,イベントを行ってほし

いになり,これらが上手くなりたいという事に結びつき,上手

くなりたいから卓球が好きになりこれからも卓球を行いたい

に繋がっていく.よって卓球登録へ関連していくのである. 

 

図 9 項目の構造化（高校生） 

以上の分析を踏まえて,改善策を考えるに際し,コストパフ

ォーマンス重視した.高知県卓球協会が保有している現有資

源を再利用していく. 

まず,練習環境に関する改善策を述べる. 

高知市 2 つ、南国市１つの卓球教室が存在している中で（練

習のみも可能）,卓球教室の紹介をメールマガジン,高知県卓

球協会ＨＰに記載することで無料宣伝を行っていく. 

次にモチベーションに関する改善策を述べる. 

これまで初心者から上級者をレベル分けした試合は少数であ

るが開催している中でレベル分けしていない試合もレベル分

けしていき,両試合を拡大していく.レベル分けの試合に関し

ては高知県卓球協会曰く,細かく分けるのは困難だが,大まか

にレベル分けすることは可能と提言している. 

実際に高知県では関東の強豪校を招待選手として高知の試合

に招待をした実績がある（高校生への知名度が低い）.その中

で強豪校を招待した試合を知らない人たちにメールマガジン、

高知県卓球協会ＨＰ等で宣伝していく. 

 

5．おわりに 

 本研究を通して以下の成果が挙げられたと考える. 

高校生のアンケート結果を要因分析にかけることで登録に関

係する項目を抽出し,改善点に充て,その改善点の観点をコス

トパフォーマンス重視で高知県卓球登録者の増加策を提案す

る. 

 一方以下の課題が考えられる. 

中学生および大学生も対象にし、増加策をより充実させる. 
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